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“ながおか社協”の日常の様子は
HＰにて随時更新しています。

足湯で学ぶ！被災地での寄り添い方
今年度からスタートした「地域福祉活動
デビュー講座」にて、受講者に災害ボラン
ティアの心得や足湯体験を通して被災者
との寄り添い方を学んでいただきました。

この社協だよりは、赤い羽根共同募金配分金で発行しています。
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権利擁護ってなに？
権利擁護支援課って何をするところ？ 権利擁護支援課

イメージキャラクター
トモニンくん

ふ だんの　く らしの　し あわせ

01 権利擁護ってなに？権利擁護ってなに？

02 権利擁護支援課って何をするところ？権利擁護支援課って何をするところ？

判断能力に応じて
利用できる制度が
異なります

今回はボクが案内するヨ!

　判断能力の低下により意思や権利を伝えることが難しい方々のために、本人の意思決定をサポートし、
本人の気持ちを代わりに伝える等、権利侵害から本人を守ることです。

判断能力が 不十分 判断能力が著しく不十分 判断能力が欠ける

ちょっと不安

日常生活を送るのに不安がある

日 常 生 活 自 立 支 援 事 業
成年後見制度

　権利擁護における中核機関として相談窓口を担いながら、成年後見制度の普及・啓発活動、権利擁
護の担い手を養成、地域の連携体制づくりに取り組んでいます。
　本人の意向を尊重し、権利擁護に関する適切な支援を受けることができるようにお手伝いします。

❶長岡市成年後見センター❶長岡市成年後見センター

とても不安

窓口はトモシア２階窓口はトモシア２階 制度説明などの講師派遣制度説明などの講師派遣 権利擁護の担い手養成権利擁護の担い手養成

その人らしい「ふだんのくらし」をまもる権利擁護に地域の皆さんと協力して取り組みます！

　認知症や知的障害、精神障害等により、ひとりで決めることに不安や心配がある方の契約や手続
きをお手伝いする民法上の制度です。制度を利用するためには医師の診断、家庭裁判所への申立てが
必要です。
　家庭裁判所から選ばれた成年後見人等が本人の権利を擁護し、意思を尊重した支援を行います。

成年後見制度って何？

　認知症や知的障害、精神障害等により日常の生活をしていく上で、必要な福祉サービスの利用等につ
いて自分ひとりの判断で行うことに不安のある方が、地域で安心して生活できるように、本人との契約
により、お手伝いします。

❷日常生活自立支援事業❷日常生活自立支援事業

　福祉サービスの利用に関し
て相談を受け、情報提供や助
言を行い、利用手続きや利用
料の支払いを支援します。

福祉サービスの利用のお手伝い
　日常的な出金や支払に関わ
ることや、通帳の残額を本人
と確認することで、本人と一
緒に金銭管理について考え、
支援します。

日常的金銭管理サービス
　通帳や印鑑、大切な書類（定
期証書、権利書等）、キャッシュ
カード等を必要に応じてお預
かりします。

書類等預かりサービス

　自分らしく住み慣れた地域で安
心して生活するため、権利擁護に
関する困りごとを丁寧にお聞きす
る相談窓口です。

①長岡市成年後見センターの運営
②日常生活自立支援事業の実施
③法人後見事業の実施

認知症のある親の銀行手続きに
成年後見人が必要と言われた

必要な契約の内容が理解で
きず手続きが滞ってしまう

障害のある子の将来
が心配、誰が見守る
ことになるのか…

よくわからないまま、
必要ないものを買わ
されそうになる

Part

3社協社協社協ふくし塾ふくし塾ふくし塾

　家庭裁判所の審判に基づき、長岡市社会福祉協議会が法人として身上保護、
財産の管理、家庭裁判所へ報告といった成年後見人等（成年後見人・保佐人・
補助人）の活動を行います。

❸法人後見事業❸法人後見事業
詳しくは、
次のページで
紹介するよ

主な役割

〈こんな時は気軽にお問い合わせください〉
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身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
長
岡
市
成
年
後

見
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。
事
前
に
ご
連
絡
い
た
だ
け

る
と
受
付
が
ス
ム
ー
ズ
で
す
。

事
例
か
ら
知
ろ
う
！

成
年
後
見
制
度

相
談
の
支
援
と
流
れ

相
談
の
支
援
と
流
れ

●
法
定
後
見
制
度

　
す
で
に
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
に
代

わ
っ
て
、
成
年
後
見
人
等
が
法
律
行
為
を

し
た
り
、
不
利
益
な
契
約
を
取
り
消
し
た

り
す
る
制
度
で
す

●
任
意
後
見
制
度

　
将
来
、
判
断
能
力
が
不
十
分
に
な
っ
た

時
に
備
え
て
「
誰
に
」「
ど
の
よ
う
な
支

援
を
し
て
も
ら
う
か
」
を
あ
ら
か
じ
め
契

約
に
よ
っ
て
決
め
て
お
く
制
度
で
す

成
年
後
見
制
度
に
は
２
つ

成
年
後
見
制
度
に
は
２
つ

審
判
の
手
続
き
↓
審
判
↓
成
年
後
見
人

等
の
選
任

専
門
の
職
員
が
相
談
内
容
を
丁
寧
に
聞

き
取
り
、
成
年
後
見
制
度
等
の
説
明
や

利
用
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

利
用
開
始
後
も
引
き
続
き
相
談
に
応
じ

ま
す

家
庭
裁
判
所
へ
成

年
後
見
申
立
て
を

す
る
た
め
の
支
援

を
行
い
ま
す
。

相
談
内
容
に
応
じ

て
、
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
、
支

援
を
行
い
ま
す
。

手
続
き
の
支
援

家
庭
裁
判
所
へ
の
申
立
て

相
談
の
受
付

成
年
後
見
制
度
の
利
用
へ

関
係
機
関
と
の
連
携

来
所
・
電
話
で
受
付
を
行
い
ま
す
。

面
　
　
　
談

Ｙさんの姪。遠方に
住んでいるＹさんを
気にかけています。

Kさん
訪問介護を利用しな
がら、一人暮らしを
しています。

Ｙさん

生
活
の
状
況

　
Ｙ
さ
ん
は
80
歳
。
子
ど
も
は
お
ら
ず
、
ア

パ
ー
ト
で
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
ま
す
。
物

忘
れ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
た
め
介
護
認

定
を
受
け
、要
介
護
１
と
判
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
訪
問
介
護
を
利
用
し
な
が
ら
生
活

を
し
て
い
ま
す
。

　
あ
る
日
、
転
倒
し
て
骨
折
し
た
た
め
入
院

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
担
当
の
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
の
連
絡
に
よ
り
姪
の
Ｋ
さ
ん
が
入

院
の
手
続
き
を
行
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、 

Ｋ
さ
ん
は
遠
方
の
た
め
、
入
院

費
の
支
払
い
や
不
在
時
の
ア
パ
ー
ト
の
管

理
、
さ
ら
に
は
退
院
後
の
手
続
き
等
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
と
悩
ん
で
い
ま
し
た
。

成
年
後
見
制
度
の
提
案

　
Ｋ
さ
ん
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
相
談
し
ま

し
た
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
各
支
援
機
関
と

連
絡
を
と
り
、
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
に
相
談

し
ま
し
た
。

申
立
て
手
続
き
か
ら
利
用
へ

　
Ｋ
さ
ん
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
Ｙ
さ
ん
の

思
い
を
確
認
し
ま
し
た
。 

Ｙ
さ
ん
は
「
住
み

慣
れ
た
ア
パ
ー
ト
で
も
う
少
し
生
活
し
た
い
」

「
手
続
き
や
お
金
の
管
理
を
手
伝
っ
て
く
れ
る

人
が
ほ
し
い
」
と
希
望
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、 

Ｋ
さ
ん
が
申
立
人
と
な
り
、
成
年
後

見
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
約
２
か
月
後
、
家
庭
裁
判
所
か
ら
社
会
福

祉
士
を
成
年
後
見
人
と
す
る
審
判
の
書
類
が

届
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
成
年
後
見
人
が
Ｙ
さ
ん
の
お

金
の
管
理
や
必
要
な
手
続
き
を
行
い
、
見
守

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。Ｙ
さ
ん
は
退
院
し
て
ア

パ
ー
ト
に
戻
り
、
安
心
し
て
生
活
を
し
て
い

ま
す
。

　
Ｋ
さ
ん
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
成
年
後
見

セ
ン
タ
ー
に
来
所
し
、
成
年
後
見
制
度
等
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

●
家
庭
裁
判
所
へ
申
立
て
を
行
い
ま
す

　
申
立
て
が
で
き
る
方
は
、
本
人
、
配
偶

者
、
４
親
等
内
の
親
族
、
市
町
村
長
、
任

意
後
見
人
等
で
す

申
立
て
の
手
続
き

申
立
て
の
手
続
き

Ｙさんの事例
は法定後見に
なるよ

　
本
人
に
応
じ
た
支
援
を
す
る
た
め
、
３

つ
の
類
型
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す

法
定
後
見
制
度
の
３
つ
の
類
型

法
定
後
見
制
度
の
３
つ
の
類
型

判
断
能
力
が
不
十
分

補 

助
判
断
能
力
が
著
し
く
不
十
分

保 

佐
判
断
能
力
が
欠
け
る

後 

見

　
令
和
６
年
11
月
８
日
㈮
、
15
日
㈮
に
権
利
擁
護
支
援
者
養
成

講
座
基
礎
編
Ⅰ（
以
降
、
基
礎
編
Ⅰ
）
を
開
催
し
28
人
が
修
了

し
ま
し
た
。

　
修
了
者
か
ら
は
「
知
っ
て
い
た
こ
と
、
知
ら
な
か
っ
た
こ
と

を
改
め
て
学
ん
だ
」「
新
し
い
気
付
き
が
あ
っ
た
、
周
り
の
方

に
も
伝
え
て
い
き
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
学
ん
で
い
た
だ
い
た
こ
と
は
長
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会

の
支
援
員
活
動
へ
の
参
加
や
、
地
域
活
動
、
自
身
の
生
活
等
に

活
か
さ
れ
ま
す
。

　
基
礎
編
Ⅰ
修
了
者
は
基
礎

編
Ⅱ
、
応
用
編
と
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
講
座
の
受
講
が
可
能

で
、
支
援
活
動
に
お
け
る
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い

た
だ
け
ま
す
。

　
来
年
度
も
開
催
予
定
で
す
。

今
後
の
社
協
だ
よ
り
で
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。

３
月
５
日
㈬

３
月
７
日
㈮

権
利
擁
護
支
援
者
養
成
講
座
基
礎
編
Ⅰ
修
了
者

権
利
擁
護
支
援
者
養
成
講
座
修
了
者

生
活
支
援
員
登
録
者

長
岡
市
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

権
利
擁
護
支
援
者
養
成
講
座

基
礎
編
Ⅰ
を
開
催
し
ま
し
た

権
利
擁
護
支
援
者
養
成
講
座

基
礎
編
Ⅰ
を
開
催
し
ま
し
た

報告

参加
無料

○申込み・問い合わせ・相談は、長岡市成年後見センターまで　お願いします。   電話：86－4715　FAX：33－6004

権
利
擁
護
支
援
者
養
成
講
座

基
礎
編
Ⅱ
を
開
催
し
ま
す
　

申込みフォーム

　
終
活
や
成
年
後
見
制
度
な
ど
、
聞

い
た
こ
と
は
あ
る
け
ど
イ
メ
ー
ジ
が

わ
か
な
い
方
や
難
し
そ
う
と
思
わ
れ

る
方
で
も
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
不
妊
治
療
を
通
じ
て
生
命
誕

生
の
神
秘
に
気
づ
き
、
相
続
業

務
を
通
じ
て
本
当
に
大
事
な
も

の
は
何
か
に
つ
い
て
考
え
た
こ

と
を
形
に
す
る
べ
く
、
遺
言
を

テ
ー
マ
に
家
族

や
人
生
に
つ
い

て
考
え
る
落
語

を
創
作
。

成
年
後
見
制
度
セ
ミ
ナ
ー

成
年
後
見
制
度
セ
ミ
ナ
ー

『
楽
し
く
学
ぶ 

落
語
で
終
活
・
成
年
後
見
制
度
』

『
楽
し
く
学
ぶ 

落
語
で
終
活
・
成
年
後
見
制
度
』

・  

・
・  

・

❶お申込期間内に右記の申込みフォームまたは電話で成年後見センター（☎：86-4715）までお申込み
　ください。電話の場合は名前・住所・電話番号・情報保障（手話、要約筆記）の必要有無をお聞かせ
　ください。
❷定員を超える申込みがあった場合は抽選となります。３月上旬をめどに当落選通知を郵送しますの
　でご確認ください。

２月５日（水）から２月28日（金）まで期 間
お申込みについて

３
月
22
日
㈯

午
後
２
時
か
ら
３
時
30
分
ま
で

※

受
付
は
午
後
１
時
30
分
開
始

長
岡
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

３
階
　
多
目
的
ホ
ー
ル

①
創
作
落
語
「
天
国
か
ら
の
手
紙
」

②
成
年
後
見
制
度
・
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
　
　

　
ノ
ー
ト
の
活
用
に
つ
い
て

興
味
、関
心
の
あ
る
方
は
ど
な
た
で
も

80
名
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

日 

時

講 

師

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

会 

場
内 

容
対 

象
定 

員

行
政
書
士
・
社
会
人
落
語
家

天
神
亭 

き
よ
美 

さ
ん

（
生
島
清
身
）

終
活
と
は
、
人
生

の
締
め
く
く
り
を

自
分
ら
し
く
迎
え

る
た
め
の
準
備
の

こ
と
だ
よ

日 

時
対 

象
申 

込
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●この活動を始めたきっかけは何ですか？
　コロナが流行し、人との関わりが少なくなりました。自分のいた職場でも仕事が
減少し、悩んでいた時に始めたものがコキアでした。コキアは一面に広がるだけで
なく、春夏秋冬で色が変わります。そのコキアを見て元気をもらいました。それから、
「コキアの良さを広めたい、団地も元気にしたい」という思いで始めました。
●やりがいは何ですか？
　コキアが綺麗に咲くのもそうですが、町内の人に見てもらうことがやりがいに
なっています。また自分の住んでいる地域が好きなので、環境美化により団地が元
気になっていくのを感じることが活動の力になっています。
●これからの展望を教えてください。
　町内会長の任期が終了しても活動を継続していきたいと思っています。この活動
が地域を元気にしていく第一歩だと思いますので、中島地区から長岡全体を元気に
していけるような活動にしていきたいです。

●町内で防災に関して実践している
　ことはありますか？
　水道町３丁目には自主防災会が
ありませんでした。令和６年能登
半島地震をきっかけに他の町内会
を参考にしながら自主防災会を立
ち上げ、現在は町内防災マニュアルの作成を進めています。
●防災に関して日頃から意識していることはありますか？
　町内行事を通じて、顔の見える関係づくりを意識しています。コロナ禍で
中止していた行事も復活し、出席者も年々増えてきました。ただ、参加者の
顔ぶれが決まってきているので、もっと新しい人が気軽に参加できるような
町内行事や工夫をしていきたいと思っています。
●これからどんな町内にしていきたいですか？
　町内の方から防災への関心を持ってほしいという思いがあります。中島地区
では地区全体で防災訓練があるので、もっと多くの町内の方から参加してほし
いと思っています。懇談会のテーマにもありました「いつまでも安心して暮ら
せる中島地区であるために」を目指していきたいです。

団地を華やかに彩るガーデニングロード

地
域
福
祉
懇
談
会

地
域
福
祉
懇
談
会

中島地区水道町３丁目
町内会長　
佐藤  路子さん

中島地区中島団地
町内会長　
杉田  正彦さん

地区中島地区
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住
民
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想
い
を
カ
タ
チ
に
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域
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宝
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ぐ
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住
民
の
想
い
を
カ
タ
チ
に

〜
地
域
の
お
宝
と
紡
ぐ
地
域
づ
く
り
〜

　
深
才
地
区
は
住
民
や
町
内
会
、
趣
味
や
特
技
を
活
か
し
た
団
体
等
が
つ

な
が
り
、
健
康
づ
く
り
や
交
流
活
動
、
防
災
活
動
、
地
域
づ
く
り
等
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
昨
年
度
、
地
域
福
祉
懇
談
会
で
「
空
き
家
や
空
き
地
を
有
効
活
用
し
て
、

地
域
の
外
か
ら
深
才
に
訪
れ
る
人
を
増
や
し
た
い
」「
地
域
の
中
に
あ
る
大

学
や
福
祉
施
設
と
連
携
し
、
多
世
代
が
交
流
で
き
る
機
会
を
増
や
し
た
い
」

等
、
様
々
な
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
声
の
中
か
ら
今
年
度
、
地
元
の
大
学
や
福
祉
施
設
と
つ
な
が
る
こ

と
で
実
現
し
た
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　令和６年12月14日（土）深才コミュニティセンターにて、深才地区の福祉関係
者や小中学校のＰＴA、地区連合町内会代表等の41名が集まり、深才地区福祉関係
者研修会・懇談会を開催しました。
　会の前半は、10月12日（土）に深才コミュニティセ
ンターで開催された「深沢小学校と地域の未来を考える
講演会」の報告や空き地、空き家の活用等について学び、
後半は「将来の深才を語り合おう」をテーマに、グルー
プに分かれて様々な思いを共有しました。

深沢小学校と地域の未来を考えるお宝

＼地元大学とつながり実現／ 学生の 声 　毎回来てくれる方もいて
「頼ってもらえているんだ」
と思うとうれしくて、とて
もやりがいを感じます。
　普段の病院の実習では、
地域の方々の生活の様子
を知ることができません
が、交流タイムで様々な話
を聞かせてもらえるので、
とても勉強になります。

長岡崇徳大学  ＩＣＴサポーターサークル
代　表  小池准未 さん （写真右）
副代表  小林菫玲 さん （写真左）

•長岡崇徳大学とコラボして開催。
•月1回、地域の高齢者を対象に開催
（７月～12月の全６回コース）
•参加者は毎回10～ 15人程度
•LＩNＥやビデオ通話、カメラ、電子
マネーの他、脳活性化のゲームア
プリの使い方等を学ぶ。

•看護師や保健師志望の学生が講師
となり、孫目線で優しく親身に寄り
添っています。
•毎回、交流タイムや健康体操を取り
入れ、体や心も元気になるスマホ教
室です。

ココ注目！

地元福祉施設の 声

参加者の 声

＼地元福祉施設とつながり実現／

•崇徳厚生事業団とコラボして開催。
•毎年コミュニティセンターで開催し
ている「ふれあいまつり」内で「芋
煮コンテスト」として同事業団の５
つの医療・福祉施設が参加。
•他にも、芸能発表や作品展示の観
覧、 ｅスポーツ体験等で来場された
約180人が芋煮を実食。

•「食や文化」を通じて、楽しみなが
ら多世代で地元の魅力を感じること
ができました。
•来場者は各参加施設が試行錯誤し
た芋煮を堪能でき、「作り方を教え
て～」という方もいました。

ふれあい芋煮会

ココ注目！

　芋煮コンテストは今年で２
回目になりますが、今年は「来
場型ではなく、地域に出向い
て開催ができたら」という想
いで深才コミセンに相談した
ことがきっかけでコラボにつ
ながりました。
　想定よりも多くの来場者の皆さんに喜んでいただきました。
　私たちの施設も地域に認識、理解いただけていること
が再確認できましたし、これからも困った時に相談いただ
けるような関係づくりができたらと思っています。

芋煮会実行委員（田宮病院）
数藤武彦 さん（写真左）
金子竜太 さん（写真中央）
関　奈央 さん（写真右）

長岡崇徳大学スマホ教室

Part .22

地区深才地区

阿部　学 さん（写真左）
南雲洋介 さん（写真右）

　参加してみて、普段
意識していない地域の
魅力に気づくことがで
きました。せっかくの
話がここで終わるので
はなく、居酒屋なんか
でこういった場を緩や
かに続けて、ちょっと
ずつ思いが実現してい
けばいいですよね。

　
令
和
６
年
11
月
28
日
㈭
に
、
中
島
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
地
域
福
祉
懇
談
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
「
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

中
島
地
区
で
あ
る
た
め
に
〜
地
域
の
防
災
に
つ
い

て
考
え
よ
う
〜
」
と
し
、
防
災
に
つ
い
て
深
く
考

え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
出
席
者
か
ら
は
、「
他
の
町
内
が
防
災
に
関
し

て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
情
報
共
有

が
図
れ
て
よ
か
っ
た
」「
各
町
内
が
日
頃
か
ら
準
備

し
て
い
る
こ
と
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て
と
て
も
有

意
義
だ
っ
た
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

地域福祉懇談会とは？

知ってる？
｢防災」と｢減災」のちがい
pickup！pickup！

「防災」＝災害を防ぐこと
　自然災害を未然に防ぐ、もしくは災害
による被害を防ぐための備えを指します。
「減災」＝災害の被害を最小限に減らすこと
　「災害は起こること」を前提に、被害
を最小限に食い止めるための取り組み
を指します。

　３年前より町内で協力しながら団地の環境美化に努めています。春にはコキアと美
しい芝桜のコラボレーションが見る人を魅了しています。

参加者に
インタビュー

自然災害が多く起きる日本では、災
害後の被害を抑えるのも大切だけ
ど、事前の対応を重視する「減災」
に努めることが大切なんだね！

　地域住民や町内会の役員、民生委員等、関係
機関が地域課題の把握やその課題の解決方法を
話し合い、より良い地域づくりについて住民主
体で考える場です。
　各地区でそれぞれの地域の状況に合わせて開
催されています。
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災害ボランティアセンターって
何をするところ ?

今日からできる!自然災害の４つの備え
物の備え

災害ボランティアセンターとは ?

自分で備える !
　中越大震災から20年が経ち、近年では昨年の能登半島地震等、
全国各地で自然災害が激甚化・頻発化しています。この機会に
あらためて、災害ボランティアセンターや災害時の備えについ
てご紹介します。

　災害が発生し、ボランティアによる支援の必要性があるときは、災害ボランティアセンターを設置します。
　災害ボランティアセンターでは、被災者のニーズの把握やボランティアによる支援が必要な被災者と支援に協力してく
れるボランティアを調整しています。また、ボランティアの保険加入の受付や、活動に必要な情報の発信等により、ボラ
ンティア活動をバックアップします。

長岡市では、「協働」で

災害ボランティアセンターと赤い羽根共同募金

　災害ボランティアセンターの設置・運営については、長岡市社会福祉協議会を主体と
して、NPO等の各種団体、個人ボランティア等の協力を得て、協働型として組織します。

　災害ボランティアセンターの運営資金には、赤い羽根共同募金が使われています。
　被災地でのボランティア活動を支援するため、毎年募金の３％を災害等準備金とし
て積み立てています。大規模な災害が発生した場合には、全国から災害等準備金を出
しあい、被災地を支援します。

チーム中越は中越大震災等での災害
支援の経験を基に、各団体が平時か
ら「顔の見える関係・ゆるやかなネッ
トワーク」を構築、被災地支援活動
を展開しています。

平成16年10月23日に発生した中越大震災の被害の様子（長岡市提供）

チーム中越　勉強会の様子チーム中越　勉強会の様子FacebookFacebook

赤い羽根募金のつかいみち
赤い羽根データベース

はねっと はねっと　長岡
長岡市内での赤い羽
根共同募金の使い道
はこちらから！

実際に地域で取り組んでいる防災って何があるの?
地域で備える !

防災のプロに聞いた

（公社）中越防災安全推進機構
マネージャー  赤塚 雅之さん（防災士）

　災害用備蓄品を蓄えておきましょう（最低
３日分、可能であれば７日分）。
　災害が起きた際に救援物資が被災地に届く目
安は約３日後と言われています。
ローリングストックを意識し
て普段から災害に備えていき
ましょう。

1 家の中の備え
　地震が起こり、家具が動き出すと言われる
震度は６弱。家具が倒れてくると、出口をふ
さがれたり、場合によっては身
動きが取れなくなってしまうこ
ともあります。まずは寝室から
安全に整え、普段の家庭内整理
に努めましょう。

2

安全避難の備え
　避難生活には学校や体育館といった指定避
難所や車中泊、アウトドア用のテントを活用
する等いろいろな方法があ
ります。災害に備えて、安
全に避難ができるよう日常
から避難先・避難経路の確
認、居住地の危険箇所・安
全な場所を把握しておくこ
とが大切です。

3 コミュニケーションの備え
　災害が起き、避難・避難生活をする際は、
お互い様の気持ちが大切です。普段から家族
や地域とのコミュニケーションが大きな力に
なります。そのため、
日頃のあいさつや地域
の行事に参加する等、
地域と関わることが重
要になっていきます。

4

災害はいつ起こるかわからないので、日頃から備えておきましょう！

InstagramInstagram

●家屋内外の片付け
●がれきの撤去

●床下や庭の泥出し
●ゴミ出し・清掃

●炊き出し
●物資の仕分け、家具の移動　等

●話し相手 ●除雪ボランティア
被災地ではどんなボランティア活動があるの?

ローリング
ストック

ローリングストックとは? 普段の生活で使うものを少し多めに購入し、使った分だけ買い足して、常に一定量を備蓄しておく方法です。

　表町地区では令和６年７月７日（日）に防
災学習会・地域福祉懇談会が行われました。
　事例をもとにグループで「避難行動要支援
者」の個別支援計画の作成を行いました。そ
の後、避難行動につなげるにはどうしたらよ
いかを共有しました。

表町地区　地域福祉懇談会

千谷沢集落（小国地域）　防災訓練
　農村公園で集落住民による防災訓練を行い
ました。
　いつどんな災害が発生しても、すぐに適切
な行動ができるように避難場所と安否確認方
法を家族で決めておくことを周知しました。

災害時の
「避難行動要支援者」
とは
　高齢者や障害
者等、自ら避難
することが困難
で災害時に支援が必要な
方のことです。
　災害時には、自分の命
は自分で守る、家族等で
助け合うことが基本です
が、地域の皆さんがお互
いに助け合う「共助」に
よる支援が求められてい
ます。

家族や親せき、
地域同士の助け
合いではどうに
もならないとき

災害ボランティア
センター

ボランティア

活動
先の
調整

受入
情報提供

派遣依頼

ボランティア活動 住民
（被災者）

誰でもできることから、自分の専門性を活かせること等、様々な活動があります。
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　バルーンアートは風船を使って形を作る手軽で楽しいアートの一つです。簡単なものから始めら
れますので、誰でも楽しく参加できます。
　子どもたちや地域に住む方々から楽しんでもらうため、そして自分たちも楽しみながら技術を磨
いて活動しています。
　見学、体験はいつでも可能です。あなたも
一緒に活動してみませんか。

令和７年度ボランティア大学の開講予定

　11月10日（日）トモシア文化祭を開催しまし
た。トモシア利用団体によるステージ発表や作品
展示、ワークショップのほか、高部知子さんによ
る基調講演を実施しました。
　ステージ発表では小学生、
中学生、高校生の各ダンスユ
ニットが、クールで
躍動感にあふれた熱
いダンスを披露しま
した。

報告

ご案内

活動
紹介

夢がふくらむ風船アートの会
（愛称：夢ふうせん）

３月15日（土） 13:30～16:30
ハイブ長岡２階　特別会議室けやき
100名（事前申込み制）
※興味のある方はどなたでも参加いただけます

日　時
会　場
定　員

無料
右記の申込みフォームより
お申込みください

参加費
申込み

今年も華やかに開催します。ぜひお立ち寄りください。

トモシア文化祭2024トモシア文化祭2024

越後長岡ひなものがたりinトモシア越後長岡ひなものがたりinトモシア越後長岡ひなものがたりinトモシア越後長岡ひなものがたりinトモシア

トモシアクリスマス
ファミリーコンサート2024
トモシアクリスマス

ファミリーコンサート2024

講師：栗林 知絵子 さん

プレーパーク 学習支援 子ども食堂

認定NPO法人 豊島子どもWAKUWAKUネットワーク理事長　栗林 知絵子 さん
本条白山若翔会　桑原 舜人 さん
参加者同士による交流会

事例発表
トークタイム

基調講演
「地域の子どもを地域が見守る、若者の力が地域を変える」実例から地域づくりを学びませんか？

講師詳細はこちら

申込みフォーム

第１・３水曜日
10：00～12：00
トモシア

活動日時

活動場所

２月14日(金)～３月４日(火)９：00～21：00
トモシア３階ロビー
・吊るし雛、手作り雛人形、７段飾りの展示
・カフェく・る～む（１階）で
 期間限定ティータイムセットの販売
 （カフェく・る～むの営業時間は10：00～16：00）

開催期間
会　場
内　容 会　場

内　容
期　日

申込み
参加費

公開講座

会　場

内　容

期　日

ボランティアのねらいや魅力にふれな
がら、高齢者理解、障害者理解、ボラン
ティアグループの活動紹介、手話や点
訳等の基礎技術を学びます
５月～９月の木曜日
トモシア
全11回
30人
令和７年４月１日（火）～４月18日（金）
1,000円

著名な講師による講演会です
令和７年７月17日（木）13:30 ～
リリックホール シアター
令和７年４月１日（火）～
無料

会　場

内　容

期　日

申込み
参加費

聞く、伝える等、コミュニケーションに
必要なスキルを学びます
10月17日（金）、 24日（金）、 31日（金）
トモシア
全３回
30人
令和７年７月28日（月）～９月19日（金）
300円

回　数
定　員

回　数
定　員

会　場

内　容

期　日

申込み
参加費

手話、点訳、音声訳、要約筆記の全４講座
です。初歩的な知識・技能を学びます
10月～ 11月
全４回から８回（各講座によって回数・期日が異なります ）
トモシア
各講座10人
令和７年７月28日（月）～９月19日（金）
各講座で異なります

回　数

定　員

申込み
参加費 コミュニケーション講座

初心者講座基礎講座

～ 地域の未来、若者の未来を考えよう ～
連携・協働による地域づくりフォーラム

この講座には、赤い羽根共同募金配分金が使われています

　12月15日（日）トモシアクリス
マスファミリーコンサートを開
催しました。
　弦楽器やフルート、ハンドベルに
津軽三味線など、本格的で多様性に
富んだ演奏が披露されました。
　小さなお子様からお年寄りま
で、大勢の市民の方から来場いた
だき、会場はあたたかな雰囲気に
包まれました。

見学、体験希望の
方はボランティア
センターへ

ご連絡ください。

　簡単なバルーンアートを覚えて、子どもたち
や地域の方々へ披露してみませんか？

体験講座のお知らせ

令和７年４月16日（水）
午前の部 10：00～12：00
夜間の部 18：00～20：00
トモシア３階研修室３、４
各回15人
1,000円（バルーン、ポンプ代）
ポンプと作ったバルーンはお持ち帰りできます！

日　時

会　場
定　員
参加費

ご案内

○申込み・問い合わせ・相談は、ボランティアセンターまでお願いします。　〒940-0071　 長岡市表町2丁目２－21　長岡市社会福祉センタートモシア内　電話：94－5588　FAX：32－5210

ボランティアセンター
イメージキャラクター

トモセくん
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情報コーナー
　長岡おもちゃ病院は、15周年を迎えました。
　平成20年４月に長岡市社会福祉協議会のおもちゃドクター養成講座
を受講したメンバーで、「子どもたちに、モノを大切にする心を持ってもら
うこと」を趣旨に発足しました。これまで、7,000件を超えるおもちゃを
修理し、笑顔とともに再び遊べる喜びを届けてきました。

　これからもボランティアの
皆さんと活動を続けていきた
いと思います。

【問い合わせ先】長岡市社会福祉協議会　市外局番（0258）

発
行

★詳しくはホームページをご覧ください。準職員募集準職員募集

●中之島支所 ＴＥＬ ６６‐０６８８ ＦＡＸ ６６‐０６８９
長岡市中野中甲１６６６番地２　サンパルコなかのしま内

●越 路 支 所 ＴＥＬ ９２‐４６５６ ＦＡＸ ９２‐４９２４
長岡市来迎寺３６９７番地　越路総合福祉センター内

●三 島 支 所 ＴＥＬ ４２‐３７６０ ＦＡＸ ４２‐３７６１
長岡市上岩井１２６１番地１　長岡市三島支所内

● 所支志古山  ＴＥＬ ４１‐１１８０ ＦＡＸ ５９‐２０８１ 
長岡市山古志虫亀２１９番地２　山古志地域福祉センターなごみ苑内
● 所支国小  ＴＥＬ ９５‐２０２７ ＦＡＸ ９５‐２５９１ 
長岡市小国町新町３０４番地１　おぐにコミュニティセンター内

 
● 所支島和  ＴＥＬ ７４‐２９１１ ＦＡＸ ７４‐２９１２
長岡市小島谷３５６０番地１　高齢者コミュニティセンターゆきわり荘内
●寺 泊 支 所 ＴＥＬ ７５‐２３６８ ＦＡＸ ７５‐２９４５
長岡市寺泊金山１７０番地３　老人憩いの家　夕映荘内

●栃 尾 支 所 ＴＥＬ ５２‐５８９５ ＦＡＸ ５３‐２２６３
・地 域 福 祉 係　長岡市中央公園1番36号  長岡市栃尾支所内
・介護サービス係　長岡市上樫出3034番地
　　　　　　　　長岡市老人福祉センター皆楽荘内
　　　　　　　　　　　  ＴＥＬ 52-1601（FAX兼用）
●与 板 支 所 ＴＥＬ ７２‐４７１４　ＦＡＸ　７２‐４７１２
長岡市与板町本与板２３８０番地１　志保の里荘内
●川  口  支  所  ＴＥＬ ８９‐３１１７ ＦＡＸ ８１‐５０２０ 
長岡市西川口１１６８番地　高齢者生活支援ハウス川口ぬくもり荘内

● 局務事部本  
 

 

・総　　　務　　　課 ＴＥＬ ３２‐１４４２ ＦＡＸ ３３‐６００４ 
・地　域　福　祉　課 ＴＥＬ ３３‐６０００ ＦＡＸ ３３‐６００４ 
・権 利 擁 護 支 援 課 ＴＥＬ ３２‐７８３３ ＦＡＸ ３３‐６００４ 
・ボランティアセンター ＴＥＬ ９４‐５５８８ ＦＡＸ ３２‐５２１０
　（トモシア）貸室専用 ＴＥＬ ３２‐５２００ ＦＡＸ ３２‐５２１０
・介 護 サ ー ビ ス 課  ＴＥＬ ３９‐２２４７ ＦＡＸ ３１‐８８３０
長岡市水道町３丁目５番３０号

長岡市社会福祉センタートモシア
【所在地】　〒940-0071　長岡市表町２丁目２番地２１
※長岡駅大手口から徒歩約1０分
E-mail : info@nagaoka-shakyo.or.jp

訪問介護員（常勤準職員）
•本部事務局　介護サービス課　•川口支所
訪問介護員（パート準職員）
•本部事務局　介護サービス課　•川口支所
デイサービスセンター介護職員（常勤準職員）
•川口支所
デイサービスセンター介護職員（パート準職員）
•与板支所　•川口支所
事務職員（常勤準職員）
•与板支所　•川口支所
事務職員（パート準職員）
•越路支所
コーディネーター（常勤準職員）
•本部事務局

ともしび基金　寄附者紹介
　皆さまから心あたたまるたくさんの寄附金をいただき、心から感謝申し上
げます。いただきました善意は、社会福祉のために、有効に活用いたします。
（令和６年９月１日から令和６年12月31日まで 敬称略）

たくさんの善意をありがとうございました。今後も皆さまからの善意をお待ちしております。

〈本部事務局〉
  9・24  匿名……………………… 10,000 円
11・5    匿名……………………… 10,000 円
11・12  長岡婦人水泳クラブ………7,880 円
11・13  明子…………………………6,900 円
11・18  黒条陶芸サークル…………4,150 円
11・18  黒条ちくちくの会…………1,040 円
11・20  寺谷　直哉……………………329 円
12・1    新潟いなほの会　
　　　  発達障害児者親の会 …… 10,000 円
12・6    （宗）真如苑…………… 200,000 円
12・9    長岡友の会……………… 18,000 円
12・18  長岡音声訳の会………… 14,179 円
12・23  トーア㈱慈善釜募金… 340,334 円
12・26  ボーイスカウト長岡第1団… 55,715 円

〈越路支所〉
11・5    西脇　功……………50,000 円
〈三島支所〉
12・17  三島グラウンドゴルフ協会…2,800 円
〈山古志支所〉
12・19  長谷川　ヨキ………15,000 円
〈和島支所〉
10・15  山﨑　正義………… 5,000 円
12・9    山﨑　正義………… 5,000 円

長岡おもちゃ病院

認知症の方やその家族の無料相談
　「新潟県認知症コールセンター」では、認知症の人やその家族の悩み
ごとや心配ごとの相談を無料で応じています。
●相 談  日 … 毎週月～金曜日　※祝日、年末年始を除く
●相談時間 … 9：00～17：00
〈問い合わせ〉　TEL  025－281－2783
　　　　　　　新潟県認知症コールセンター（新潟県社会福祉協議会内）
　　　　　　　新潟市中央区上所2‒2‒2　新潟ユニゾンプラザ３階

あったか雪募金  募集中！
　長岡市共同募金委員会で
は、令和７年１月１日（水）
から３月 31日（月）まで、
市内の自力で除排雪を行う
ことが困難な世帯へ、除雪
支援活動を行うボランティ
アグループ等への支援とし
て「あったか雪募金」を実
施しています。
　皆さまのあたた
かいご支援、ご協
力をお願いいたし
ます。


